
あさお希望のシナリオプロジェクト

第１回キックオフミーティング

令和２年１月２６日（日）



あさお「希望のシナリオ」プロジェクトの目指す方向性

みんなで「あさおの１０年後の地域の姿」を考えていこう

さまざまな分野との
意見交換が必要

あさおの現状と課題を
知ることも大事

１０年後の私は
どうしたいんだろう

１０年後の地域の姿
に向けチャレンジ
したいことは？

１０年後のまちの姿ってなんだろう

川崎市では１０年後を目標に、多様なつながりや居場所
があり、お互いに認め合い、誰もが幸せでいられる「希望の
シナリオ」の実現を目指す取り組みをスタート。
麻生区では、テーマを掲げて「あさお希望のシナリオプロ
ジェクト」を開始。



テーマ①

地域のプレーヤーになろう・育てよう

まちをもっと豊かで楽しくするため

に、多くの人が地域活動に参加してい

く仕掛けやイベントの開催などを考え

ます。

テーマ②

地域のことをもっと知ろう・つなごう

地域の情報をもっと多くの人に届け

るために、地域資源の見える化のアイ

デアなどを考えます。

地域に広がる「まちのひろば」～「希望のシナリオ」のイメージ

あさお希望のシナリオプロジェクト

その前に麻生区の現状は？



現状と課題①（区別の将来推計人口）

資料：川崎市将来人口推計

２０３０年市全体人口
ピーク：１５８．７万人



現状と課題②（区別の高齢化率の推移（推計））



現状と課題③（麻生区の年齢３区分別人口推計）
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資料：川崎市将来人口推計

麻生区の年齢３区分別人口推計

区の人口は2030 (令和12)年までゆるやかに増加を続けるが、
生産年齢人口は減少し、老年人口は2045 (令和27)年まで増加



現状と課題④（年齢別の人口推移）

■６歳未満の子のいる世帯割合（H27）

資料：国勢調査 資料：国勢調査(H27)

年少人口(0～14歳)の割合はほぼ変わらないが、生産年齢人口
(15～64歳)の割合が減少し、老年人口(65歳以上)の割合が増加



現状と課題⑤（人口増減・高齢化率）

■人口増減（H22-27）

主に駅から離れた地域において、人口が減少している地域や
高齢化率の高い地域がみられる

資料：住民基本台帳（各年9月） 資料：住民基本台帳（平成27年9月）

■高齢化率（H27）



川崎市「区計画」の策定
・本市では、市民の暮らしに身近な７つの区役所で、市民サービスを効率的、効果的かつ総合的
に提供するとともに、参加と協働による暮らしやすい地域社会を推進
・少子高齢化の進展や人口減少への転換などの社会状況の変化に伴い、それぞれの地域で暮らす
市民生活も大きく変わりつつあり、身近な行政サービスの提供に加え、市民が主体的に地域に
おけるさまざまな活動に参加し、お互いに支え合うしくみづくりが必要
・区計画は、このような地域課題が複雑化・多様化する中で、それぞれの地域が持つ魅力や特性
を活かし、市民・地域・行政など多様な主体が連携しながら、地域課題の解決に向けた参加と
協働によるまちづくりを進めることを目的として策定



麻生区におけるまちづくりの方向性
・新百合ヶ丘駅周辺をはじめ、区内に芸術・文化が輝き、黒川・岡上・早野など
に広がる豊かな自然や農のある風景、景観の整った街なみが調和し、安全・安
心で魅力にあふれ、心の安らぎが感じられるまち

・区民が、まちに愛着と誇りを持ち、こうした貴重な地域資源を大切に育むとと
もに、地域や大学などのさまざまな主体が手を取り合い、支え合うことで、未
来に広がる、誰もが暮らしやすい、７項目のまちづくりを推進

●芸術・文化のまちづくりの推進

●農と環境を活かしたまちづくりの推進

●高齢化への対応とすこやか・支え合いのまちづくりの推進

●安全・安心まちづくりの推進

●総合的な子ども・子育て支援の推進

●コミュニティづくりの推進

●スポーツのまち麻生の推進



● 新百合ヶ丘駅周辺は、区誕生当初から地域主体で芸術・文化のまちづくりを推進。
昭和音楽大学や日本映画大学、川崎市アートセンターなど芸術・文化資源が集積
● 駅周辺で開催される多彩なイベント － 麻生音楽祭・ＫＡＷＡＳＡＫＩしんゆり
映画祭・アルテリッカしんゆり 等 －区民がボランティアとして企画・運営に参加
● 芸術・文化団体の交流や小田急電鉄との連携により、パラムーブメントの理念も
取り入れながら、芸術・文化のまちづくりが区全域に広がるよう取組を推進

地域の企業・団体・

大学・行政が協力

して 企画・運営す

るイルミネーション

イベント ”kirara@
アートしんゆり”

川崎市
アートセンター

障がいの有無などあら

ゆる垣根を越えて 音

楽やアートを楽しむ

「あさお芸術のまちコ

ンサート・ユニヴァーサ

ルコンサート」と「あさ

おパラアート作品展」

ユニヴァーサルコンサート

立体切り絵アートの実演

テアトロ・ジーリオ・ショ
ウワ （昭和音楽大学）

きららっとアートしんゆり2019

しんゆりステーションピアノ

官民連携でしんゆりステーションピアノを

社会実験として実施

●芸術・文化のまちづくり



黒川地区

岡上地区

早野地区

●農と環境と活かしたまちづくり①



●農と環境を活かしたまちづくり②

明治大学黒川農場

収穫体験チラシ

岡上営農団地

収穫体験
ブルーベリー摘み

収穫体験（明治大学黒川農場）

早野の里



公園体操による
健康づくり

地域包括ケアシステム講習会

●高齢化への対応とすこやか・支え合いのまちづくり①

大人のための
コーラス教室



●高齢化への対応とすこやか・支え合いのまちづくり②

地域社会全体で高齢者を見守る体制づくり ～「安心見守りネット」～

日常の事業活動の中で、高齢者と接することの多い地域の事業者に対して、民生委員や地域包
括支援センターとの情報交換会・連絡会の開催、麻生警察署・麻生消防署等からの高齢者の安
全に係る情報の提供等により、異変のある高齢者を早期発見することができる環境づくり、高
齢者が安心して生活できる地域づくりを推進します。

【協力事業者】
①㈱セブン‐イレブン・ジャパン（麻生区内
店舗）
②日本郵便株式会社 麻生郵便局
③高砂交通㈱
④川崎市麻生区薬剤師会（加盟店舗）
⑤第一環境㈱
⑥高齢者専門宅配弁当
宅配ｸｯｸ・ﾜﾝ・ﾂｩ・ｽﾘｰ川崎麻生・稲城店

⑦コスモ交通㈱
⑧セレサ川崎農業協同組合（麻生区内支店）
⑨神奈川東部ヤクルト販売㈱
⑩高齢者向け配食サービス
まごころ弁当麻生店・麻生中央店

⑪川崎信用金庫（麻生区内支店）
⑫小田急電鉄㈱ 新百合ヶ丘駅

【今後の取組】
高齢者にとってなじみの深い身近な区内の事業
所に対し、情報交換会・連絡会への参加をお願
いし、見守りネットワークの拡充を図ります。
【平成３０年度の新たな協力事業者】
○生活協同組合ユーコープ
○生活協同組合パルシステム神奈川ゆめコープ
○小田急電鉄 小田急暮らしサポート
○小田急不動産 新ゆり小田急住まいのプラザ
○小田急デパートサービス



●安全・安心まちづくり①

麻生区総合防災訓練

交通安全教室

家具転倒防止の
普及啓発（自助）

夜間の避難所
開設訓練（共助）

自主防災組織による訓練の様子

避難所運営会議



麻生区における主な取組

●区総合防災訓練を年2回実施
（自助・共助）

●区災害対策本部訓練、職員研
修等の実施（公助）

●ゲリラ豪雨、台風による土砂災
害に対応する風水害避難所開設
（公助）

●ぼうさい出前講座の実施
（自助・共助）

 土砂災害警戒区域数 ３０２区域（市内最多）

 自助・共助･公助の適切なバランスのもと、災害への備えを強化し、地域防災
力を向上させる必要がある。

●安全・安心なまちづくり②



●総合的な子ども・子育て支援①

親子と高齢者の
交流イベント

民間企業と連携した子育て支援事業

あさお子育てフェスタ



●総合的な子ども・子育て支援②



・市民主体で運営する市民活動支援の拠点「麻生市民交流館やまゆり」では、
シニアなどが培ってきた知識・経験を活かした多彩な市民活動が展開

・「地域デビュー」に向けた人材発掘の取組として麻生市民交流館やまゆり・

麻生区社会福祉協議会・麻生市民館が連携し、相談窓口や団体検索サイトを運営

手作り作品の
展示にも活用

麻生市民交流館やまゆり
市民主体で運営する
市民活動支援の拠点

館の運営：認定ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンター
（市民中心に会員約200名）

ボランティアの市民スタッフが運営をサポート

運営内容を
ボランティアで議論

イベント会場に
様変わり

麻生市民交流館
やまゆり

 市民活動をサポート
• 活動の場の提供
• 情報誌による活動紹介
• 市民活動団体間の交流
• 助成金の提供

 地域デビューをサポート
• 市民活動相談窓口
• アクティブシニア講座
• 区民講師公開講座
• 交流イベント ほか

開館後10年で
 登録団体600団体以上
 入館者累計約20万人

●コミュニティづくり①



●コミュニティづくり②

地域デビューの相談窓口



●スポーツのまち麻生①

スポーツ・あさお広報紙



●スポーツのまち麻生②

あさおスポーツだより広報紙



第５期麻生区区民会議における提言では（2016（平成28）年）

若い世代が住みやすいまちづくり

市民活動・地域活動の活性化

Ⅰ 魅力にかかわる団体の連携に関する提案
Ⅱ 魅力の情報発信に関する提案
Ⅲ 空き家の利用に関する提案

Ⅰ ボランティア活動の土壌づくりに関する提案
Ⅱ 「あさおボランティア情報センター（仮称）」の設置に関する提案
Ⅲ ボランティア参加のきっかけづくりに関する提案

「若い世代が住みやすいまちづくり」 「市民活動・地域活動の活性化」

第５期全体テーマ⇒「心がかよう魅力あるまち あさお」



第６期麻生区区民会議における提言では（2018（平成30）年）

ふるさと麻生づくり～愛着と誇りの醸成～

活動参加による仲間づくり・絆づくり・地域づくり

Ⅰ 子育て世代に向けた情報発信の強化に関する提案
Ⅱ 魅力をつなぎ合わせて発信する媒体の作成に関する提案
Ⅲ 魅力発信の冊子作成にあたり、編集委員会立ち上げに関する提案

Ⅰ 活動参加への「きっかけとなる機会づくり」につながるイベントを開催していくことに
関する提案

Ⅱ 既存イベントに「担い手づくりのサイクルの具体化」の趣旨を盛り込んで開催していく
ことに関する提案

Ⅲ 年代・世代などターゲットを絞ったイベントを開催していくことに関する提案
Ⅳ 市民活動団体同士の連携強化に向けて、「交流する機会等の創出」に関する提案

「ふるさと麻生づくり～愛着と誇り
の醸成～」

「活動参加による仲間づくり・絆づく
り・地域づくり」

第６期全体テーマ⇒「心がかよう魅力あるまち あさお」



コミュニティ施策の基本的考え方に関するワークショップ①

市民検討会議ワークショップ（平成３０年８月開催）
場所：麻生区役所会議室、参加者：３０名
【テーマ】
１ 区内での活動を広げてく上であったらいいもの（必要な場や機能、

ほしい支援）
》誰でもいつでも集まれる場所がほしい、情報の一元化

２ 活動のきっかけづくりのアイデア
》麻生をみずから知る機会をつくる、他の団体の活動内容を見る
機会を作る

３ 団体同士の連携を広げるアイデア
》多くの活動団体が一同に会する会、背中をおすのが大事



コミュニティ施策の基本的考え方に関するワークショップ②

麻生区の「これからのコミュニティ施策について」考えるワークショップ
（平成３１年２月開催）場所：麻生区役所会議室、参加者：２２名
【テーマ】
１ 多様な主体が連携して、これからのコミュニティを作っていく
２ 連携促進の仕組みを具体化していくために

【主な意見】

・期待する連携の効果について：マッチング機能を持つ／活動を横に広げる／団体同士の交流

・連携を促す機能について：イベントで人材を見出す／エリアでまとまる、関する人を増やす／活動先

を見つけられる情報検索／今まで活動した人に問題点を聞く／団体が悩みを話せる場／団体立ち

上げ支援機能／人と人が触れ合えるイベント／愛着をもつ仕掛け etc



「希望のシナリオ」実現に向けた方向性

資料：これからのコミュニティ施策の基本的考え方



「希望のシナリオ」実現に向けた方向性

地域レベル 「まちのひろば」の創出

・参加のきっかけとなる地域の居場所

・誰もが気軽に集える出会いの場

・地域の課題解決の場 など

・公共施設の地域化（庁舎、学校、いこいの家、こ文など）

・民間地域資源やオープンスペースの活用

・ＳＮＳ上 など



「希望のシナリオ」実現に向けた方向性

区域レベル 「ソーシャルデザインセンター」の創出

地域での新しい活動や価値を産み社会変革を促す基盤
（プラットフォーム）

・人や団体、企業、資源、活動をつなぐコーディネート機能と
プロデュース機能

・支援のニーズ（活動支援、資金助成、相談、情報収集）と
メニューの効果的なマッチング

・人材育成（地域の担い手や社会的起業家など）

・地域メディアやソーシャルメディアを活用した情報の受発信

・新たな参加、交流のきっかけづくり

・各区の特性に応じて必要とされる機能 など



あさお「希望のシナリオ」プロジェクト

麻生区の現状と課題、取組状況等をまとめてみると・・・

・本区は、1982年に誕生して以降、「芸術のまち構想」が取り込まれ、とりわけ新

百合ヶ丘駅周辺は芸術・文化施設や大学等が多く存在し、様々な芸術・文化

イベントが開催され、ボランティアによる参加も多い。

・区の市民活動拠点である「麻生市民交流館やまゆり」の開設等に伴い、区民活

動支援としての「あさお市民活動センター」等が情報発信、人材育成、相談、

資金助成などの中間支援機能を担っているところ。

・麻生区では活発な地域活動や中間支援活動が行われている一方、地域全体

でみると、中間支援組織間の交流・連携は十分ではない。

・また、既に行われている地域活動団体においても、高齢化や担い手不足が顕

著化している。

これらの地域課題等を踏まえ、「希望のシナリオ」実現に向けた検討を開始



あさお「希望のシナリオ」プロジェクト

取組の方向性

～ 取組の方向性 ～

● 団体等における支援ニーズのあり方や各種メニューの効果的なマッチング

● 次世代を担う若者たちの人材育成（地域の担い手、社会的起業家など）

● 若い世代の地域活動の参加しやすい仕組みづくりや交流のきっかけづくり

テーマ①
地域のプレーヤーになろう・育てよう

テーマ②
地域のことをもっと知ろう・つなごう

あさお「希望のシナリオ」プロジェクト参加者募集開始！

～ 取組の進め方 ～

● 取組を進めるにあたっては、様々な分野の方からの意見等が必要

● 取組を進めるにあたっては、様々な分野の地域活動・情報を知ることが必要

● 進めるにあたっては、わかりやすくテーマを決めて進めていくことも必要



あさお「希望のシナリオ」プロジェクト

テーマごとの進め方について
テーマ①

地域のプレーヤーになろう・育てよう

まちをもっと豊かで楽しくするため

に、多くの人が地域活動に参加してい

く仕掛けやイベントの開催などを考え

ます。

最初は何から？

？

・活動団体を知ることから？（さまざまな団体があるけど）
・さまざまな団体があると思うけど分野ごとの整理も必要？
・団体が活動している場所を知ること？（活動相関図の作成？）
・興味ある活動団体を見ることも大事？（参加することも大事？）
・まだ活動に参加していない若い世代の「きっかけづくり」は？
・地域活動を身近に感じ、持続的に興味・関心をもつ方法は？
・麻生区内で求めているイベントは？各イベントとの連携手法は？
・これらを踏まえた社会実験はどのように？



あさお「希望のシナリオ」プロジェクト

テーマごとの進め方について

最初は何から？

？

・活動団体を知ることから？（さまざまな団体があるけど）
・さまざまな団体があると思うけど分野ごとの整理も必要？
・区内の現状と課題も知ることも大事？（統計データ等から）
・全国の代表的に地域情報も知ることも大事？（地域サイト等）
・区民が求めている情報は？入手方法は？
・すでにある情報サイトとの連携手法は？
・区内で求めているイベントは？各イベントとの連携手法は？
・これらを踏まえた実証実験はどのように？

テーマ②

地域のことをもっと知ろう・つなごう

地域の情報をもっと多くの人に届け

るために、地域資源の見える化のアイ

デアなどを考えます。



あさお「希望のシナリオ」プロジェクト

テーマ①
地域のプレーヤーになろう・育てよう

テーマ②
地域のことをもっと知ろう・つなごう

今後の進め方

取組内容の検討

取組の準備（調査・調整）

取組の実施

振返り・次へのステップ検討

２月～４月頃

５月～８月頃

９月～１２月頃

１月～３月頃


